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（１） ＩＰ化の進展

① 相互接続性・相互運用性の重要性

このようなネットワーク技術の抜本的な変革に対応して、多様な端末やアプリケーション
のグローバルな相互接続性・相互運用性を確保するために、国際標準化が一層重要。

また、ＩＥＴＦ、ＩＥＥＥのようなフォーラムの策定する標準であって、マルチベンダ互換性が
確保できるような実装レベルまで細かく規定しないもの（ＳＩＰ、ＧＥ－ＰＯＮ等）も増えており、
相互接続性等を確認する試験（ＨＡＴＳ推進会議等）の重要性が高まっているところ。

技術革新やブロードバンドネットワークの進展に伴い、通信インフラのＩＰ化に対する
電気通信事業者のニーズの増大

ＩＴＵ、ＥＴＳＩ等において、従来の回線交換型のネットワークに代わる、次世代のオール
パケット型ネットワーク（次世代ネットワーク：ＮＧＮ）の標準化活動が活発化

GE-PON （Gigabit Ethernet – Passive Optical Network）： 従来LANで使用されてきたEthernet技術を用い、光スプリッタで分岐することで光ファイバーを
多数の加入者で共同利用しつつ1Gbpsの通信速度を実現する技術。IEEEが標準化。なお、ITU-TではEthernet以外にも対応でき、より高速な
G-PONの標準を策定中。

回線交換からＩＰへのネットワーク技術の変革

１．国際標準化の重要性
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② 国際競争力の確保の重要性

次世代ネットワークへの移行は通信機器市場等の大きな変化をもたらす可能性があ
り、国際競争力を確保し、国内外を問わず幅広い市場での普及を目指すことが必要。

自らの技術を国際標準（グローバル・スタンダード）に反映させ、製品やサービスの
開発で先行するためにも国際標準化活動への取組み強化が重要

例えば、ルータについてはコストダウンを図るた
め、通信事業者は内外から機能・コストの最適な
ものを調達（グローバル市場からの調達）

国際競争力のあるメーカの製品が各国の機器
市場で幅広く普及することにならないか？

例えば、交換機については我が国では
通信事業者の主導により開発

我が国の交換機市場では我が国メーカ
の製品が中心に普及

市場の動向

左に加えて、シスコ、ジュニパー等の新たな企業
の参加、中国・韓国等のアジア企業の大幅増加

電気通信事業者、通信機器メーカ標準化活動
の参加者

ＩＴＵがＩＥＴＦ等のフォーラムと協力して推進ＩＴＵが中心に推進標準化機関

次世代ネットワーク（ＮＧＮ）従来の電話交換網
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情報通信分野の国際標準化の対象は一層拡大しており、自国の技術を途上国を含めた
世界に普及させるためにはデジュール標準の獲得が必要。

（２） 標準化対象の拡大と国際的なデジュール標準の重要性

音声通信
ＦＡＸ等

ＮＧＮ
４Ｇ

ＲＦＩＤ
セキュリティマネジメント
暗号アルゴリズム 等

・
・
・

我が国の技術をデジュール標準に反映することが重要。

① 国際標準化の対象の拡大

② デジュール標準の重要性

ＷＴＯ／ＴＢＴ（World Trade Organization/Technical Barriers to Trade）協定

1995年、各国の異なる規格が、不必要な貿易障壁とならないよう、
①国際規格を重視して国内規格を策定すること

②国際規格が存在しない場合、策定した国内規格内容をWTO事務局に通報すること（透明性の確保）

等を義務付けている。

・政府関係機関の調達基準（技術仕様）として、国際標準が存在する場合、その国際標準に基づくこと

ＷＴＯ政府調達協定

事例 ・ ＩＣカード（Suica）

JR東日本が採用したSuicaに関し、採用時において、規格がISOの国際規格になっていなかったため、

WTOの政府調達委員会で問題になった。このため、国際標準化を急ぎ、問題を回避した。
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国内市場への期待が標準化活動に与える影響

① 【ケース１】ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１５「光及びその他の伝達網」

国内市場への期待が大きい場合、以下のようなプラスの循環が
考えられるのではないか。

国内市場が
期待できる

例えば、日本国内では、
ブロードバンド競争が活発で

あり、現在利用中のＢ－ＰＯＮ
からギガビットクラスＰＯＮへ

の移行を各事業者が推進。

例えば、100Mbps P-P型

アクセスに対するP-MP型
の共有による帯域低下

不安等が要因。

・ 国際標準化活動へ

の積極的な参加

・ 我が国技術の国際

標準への反映

・ 企業として

当該部門の
人的、資金的リソース

の拡大

・ 標準化の動向を
踏まえた、先行した
製品開発

・ 我が国の製品の
国際展開

国際競争力の向上

＋の循環

（例）ＳＧ１５前会期最終会合寄書数
（２００４年４月）
総数２７５件

２４
１６
１５
１４
１２
１２
１１
９
８
８
８
６
６
６
５

ZTE（中）
ノーテル（加等）
アルカテル（仏等）
テキサス・インスツルメント（米）
BT（英）
ホワウェイ（Huawei）（中）
米国
ルーセント（米・欧）
中国（情報産業部）
ＳＴマイクロ（伊）
シエナ（米）
イカノス（米）
インフィニオン（独）
伊
シスコ（米）

以下、日本企業

４
３
３
２
２
１

ＮＴＴ
住友電工等
ソフトバンク等
ＫＤＤＩ
富士通
三菱

件数提 案 者

キャリア、
メーカ

ともに
積極的に
参加

２．国際標準化における課題
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② 【ケース２】ＦＧ ＮＧＮ 「次世代ネットワーク」

国内市場が見通せない場合、以下のようなマイナスの循環が考
えられるのではないか。

国内市場が

予測できない

日本国内では、ネットワークの

ＩＰ化の計画が出されているが、
国際的なＮＧＮ標準化の重要
性の認識が十分でない。

・ 国際標準化活動へ

の参加は消極的

・ 各国の提案の
フォローが中心

・ 欧米、中国企業が

標準化活動をリード、
製品開発で先行

・ 企業としての
当該部門の

人的、資金的リソース
の縮小

国際競争力の低下

－の循環

（例） ＦＧ ＮＧＮ前会期最終会合寄書数
（２００４年９月）
総数１５０件

２３
１４
１４
１１
９
８
７
５
４
３

ZTE（中）
ルーセント（米）
韓国
ホワウェイ（Ｈｕａｗｅｉ）（中）
ＡＴ＆Ｔ（米）
シスコ（米）
ノーテル（加）
ポルスカ（ポーランド）
モトローラ（米）
ＢＴ（英）

以下、日本企業

４
２
２

ＮＴＴ
ＮＴＴコムウェア
ＫＤＤＩ

件数提 案 者

特にメーカ
の一層の
参加が求め

られる
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③ 考え方（案）

・民間の自主的な取組みを中心とした対応

【ケース１】

我が国に優位性のある分野であり、
民間の自主的対応が行われているもの

（プラスの循環が考えられるもの）

現
在
の
標
準
化
分
野

【その他】

将来の国際標準化につながる重要分野
であるものの、技術的ブレークスルー

（リスクの高い技術）が必要なこと等に
より民間の自主的対応が期待できない
もの

将
来
の
標
準
化
分
野

・国として取り組むべきものに重点化した上

での公的プロジェクトの推進の検討

・必要に応じて国際会議へ参加するための

所要経費等の支援

【ケース２】

重要分野であるものの、民間の自主的
対応が期待できないもの

（マイナスの循環が考えられるもの）

研究開発及び標準化への取組みの方向技術の区分（技術を取り巻く環境、技術自体の性格）
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・最も検討が進んでいるのは、 ETSI （欧州電気通信標準
化機構）であり、2001年から既にNGNの標準化を開始し、
サービス、アーキテクチャ、プロトコル、QoS､セキュリティ
等の広範な分野で総合的な標準化活動を実施。

・2005年までにETSI版のNGN標準（リリース１）が完成す
る予定であり、それをもとにITUの標準化を主導。

・韓国では2010年までに2000万の有無線加入者に広帯域
統合網 （BcN）を構築する等、次世代ネットワークへの取
組みを強力に推進

・回線交換網がIP網に完全に置き換わる時期は早い予測
で2010年（英調査会社予測）

・ＮＧＮのスイッチの市場は2008年までに年率9.6％で拡大。
2008年には７７億ドルに達する。（米調査会社予測）

①オールパケット型ネットワーク

②音声だけでなく映像やデータ等の広範なマルチメディアサー

ビスを提供

③ネットワークの品質やユーザの端末機器に応じてエンド・エンド

のサービス品質を保証

④既存ネットワークとの相互運用性を確保

⑤ユビキタスなアクセス等の高度なモビリティを実現

⑥固定網と移動網の融合に対応（完全なシームレス通信の提供）

⑦サービスの独立な発展を許容する高速伝達網の上にサービス

を構築するNGNアーキテクチャ

NGNにより、各種サービスの品質保証した上での提供や通
信設備コストの低減が可能となるため、現行の回線交換網から
の移行のための事業者による大規模な投資につながる可能性
があり、ネットワークインフラの標準化が重要。

また、NGNの機能、ネットワーク構成に対応したルータ等の
通信機器が必要となるため、メーカからの大規模な調達につな
がる可能性あり。ユーザインタフェースの規定も重要となる。

ＮＧＮの主な特徴ＮＧＮの主な特徴

海外における標準化への取組み状況海外における標準化への取組み状況

市場予測市場予測

●

●

●

●

NGNの標準化に対応するため、産学官が協力して我が国の取組みの強化を図ることが必要。

我が国の取組み我が国の取組み

●

●

３．ＮＧＮの概要
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ＳＧ１３ （ＳＧ－ＮＧＮ）

①ＮＧＮ標準化の全体計画を策定・発表

②ＩＴＵ－Ｔ全体のＮＧＮの標準化の総合調整等を実施
③ＮＧＮのネットワーク構成に係る標準、及び各技術分野への要求条件を策定

ＳＧ１３ＳＧ１３ （ＳＧ－ＮＧＮ）（ＳＧ－ＮＧＮ）

①ＮＧＮ標準化の全体計画を策定・発表

②ＩＴＵ－Ｔ全体のＮＧＮの標準化の総合調整等を実施
③ＮＧＮのネットワーク構成に係る標準、及び各技術分野への要求条件を策定

ＳＧ１１

通信プロトコル

ＳＧ１１ＳＧ１１

通信プロトコル

次世代ネットワーク（NGN）は、新会期（2005～2008年）のＩＴＵ－Ｔにおける最も重要な標準化課題。
WTSA-04では､NGNの標準化を一層加速化するために､網構成に関しては１１研究課題の設置が承認。
また、標準化体制については、ＳＧ１３，ＳＧ１１等を統合して１つのNGN SGを設置する欧州提案と、従来通りの
技術分野別（網構成、信号方式等）の SGを維持し、連携して標準化を推進するアジア及び米国提案が出された。
審議の結果、我が国の提案をもとにＮＧＮの標準化の中核となるSG-NGN（ＳＧ１３）の設置並びにSG-NGNが関
連するＳＧと連携してＮＧＮの標準化を推進する体制に合意。また、SG-NGNの下でFG NGNを継続することに合意。
２年以内に標準化の進捗状況等を踏まえ、更に体制の見直しを図る予定。

NGNに関するSG13の課題新会期の研究課題案

一般的なネットワーク用語課題11

衛星及び地上網・ＮＧＮの相互運用性課題10

ＮＧＮへのIPv6のインパクト課題９

ＮＧＮのサービス・シナリオと展開モデル課題８

ＮＧＮネットワークとサービスの相互作用課題７

ＮＧＮ移動・固定統合課題６

ＮＧＮのOAM及びネットワーク管理課題５

ＮＧＮのQoSの要件及びフレームワーク課題４

ＮＧＮの原則及び機能構成課題３

ＮＧＮにおけるサービスの要件及び実現シナリオ課題２

ＮＧＮのプロジェクト調整及び公表計画課題１

課題名課題番号

要求条件

ＳＧ１９

移動網との融合

ＳＧ１９ＳＧ１９

移動網との融合

ＳＧ２

番号

ＳＧ２ＳＧ２

番号

ＳＧ１６

アプリ、端末

ＳＧ１６ＳＧ１６

アプリ、端末

要求条件 要求条件 要求条件

合意されたＮＧＮの標準化体制 ＮＧＮ標準化の全体計画を ＩＴＵ外部へ提示する

ことにより産業界のニーズに迅速な対応

ＮＧＮ標準化の全体計画を ＩＴＵ外部へ提示する

ことにより産業界のニーズに迅速な対応

共同マネジメント活動等を実施して具体的な調整を実施

要求条件に基づき、各分野の標準を策定

ＳＧ１５

伝達網（アクセス網、コア網）

ＳＧ１５ＳＧ１５

伝達網（アクセス網、コア網）

高速で高品質なサー
ビスを支える高速ア
クセス、光コア網の
標準を策定

４．ＮＧＮの標準化体制 ① ＩＴＵ－Ｔ

FG NGN
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② 国内標準化体制

２．ＴＴＣ

部会長： 酒井 善則 東工大教授

主査： 淺谷 耕一 工学院大学教授

主査： 竹中 豊文 日本大学教授

主任： 森田 直孝 （SG13副議長)

次世代ネットワーク委員会

（担当：SG11、SG13）

ＮＧＮ ＷＧ ＮＧＮアップストリームＳＷＧ

企画調整委員会

連携

１．情報通信審議会情報通信技術分科会

一体的運営により、NGNの国際標準化の関係者が結集する場を整備一体的運営により、NGNの国際標準化の関係者が結集する場を整備

ITU-T部会 標準化会議

CJK
NGN-WG：
韓国（TTA）
中国（CCSA）
の国内標準化

機関と連携

CJK
NGN-WG：
韓国（TTA）
中国（CCSA）
の国内標準化

機関と連携

ＷＧ議長： 前田 洋一
（SG１５議長：NTT）

情報転送専門委員会連携強化
伝達網・品質委員会

（担当：SG12、SG15）

移動通信ネットワーク委員会

（担当：SG19）

委員長：前田洋一（SG15議長）

NGNアーキテクチャ専門委員会

委員長：森田直孝

主任： 森田 直孝

主査： 三谷 政昭 東京電機大学教授
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短期 長期

早い者勝ち
「標準化で独占」

時間・労力がかかる
「出来た時には陳腐化」

相互接続試験による
「摺り合わせ型」

相互接続検証を繰り返すことにより、実装解釈相違を短期間で解消
Proprietaryな機能の排除
電話交換網等との確実な相互接続が重要

相互接続試験の重要性

標準策定時間

インターネット型
標準

ＮＧＮの標準
電話交換網型
標準

■ ＮＧＮの標準の特徴

● ＮＧＮの標準はインターネット型標準（ＩＥＴＦ等が策定）をベースにＱｏＳやセキュリティ確保の機能を追加して策定

● 公衆網の急速なＩＰ化及び技術やサービスの高度化への要請に、従来どおりでは標準策定のスピードが追いつかない

→ ＮＧＮの標準はインターネット型標準に近いものとならざるを得ない

■ インターネット型標準の問題点（１）
● インターネット型標準ではRequest-Responseのみ規定 → 実装時の解釈相違

● ＩＴＵの電話交換網型の標準ではシステムの状態まで規定 →実装時の解釈相違は少ないが、策定に時間がかかる

■ インターネット型標準の問題点（２）

● 「実装実績あるものを標準とする」ポリシー →他ベンダへの参入障壁となる独自（Proprietaryな）機能の実装により、

相互接続に支障を生じることもあり得る

■ 次世代ネットワークへの移行

● 電話交換網やＩＰｖ４等の既存システムとの相互接続が不可欠

５．ＮＧＮにおける相互接続性確保の課題
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６．国際標準化協力の推進 ①日中韓標準化協力

CJK Standards

Meeting (H14～)

CJK Standards

Meeting (H14～)

日中韓の国内標準化機関がＮＧＮの標準化について意見交換を行い、
連携の促進を図る会合を開催

ＮＧＮ－ＷＧ (H16～)

ＣＣＳＡ

（中国通信標準化協会）

ＣＣＳＡ

（中国通信標準化協会）
ＴＴＣ

ＡＲＩＢ

ＴＴＣ

ＡＲＩＢ
ＴＴＡ

（韓国電気通信技術協会）

ＴＴＡ

（韓国電気通信技術協会）

Ｂ３Ｇ－ＷＧ
Ｂ３Ｇ－ＷＧ

議長： ＮＴＴ前田氏（ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１５議長）

活動内容：

・ ＮＧＮの標準化活動に関する情報交換

・ ＮＧＮ標準の共通性の確保

・相互接続試験による相互接続性・相互

運用性の確保 等

T T C: 情報通信技術委員会
ARIB: 電波産業会
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１． 日中韓NGN テストベッドプロジェクト（韓国提案）

・ 日中韓NGNテストベッドの相互接続、共通的なNGN技術の試験インフラの整備
・ NGN標準に基づいて日中韓により開発された機器の相互接続試験の実施 等

２． 活動スケジュール

フェーズ１ （2005年3月～2006年3月）
・テストベッドでの研究項目、整備スケジュールの検討

・試験対象サービス、試験シナリオの決定 等

フェーズ２ （2006年4月～2007年12月）
・テストベッドの整備、共同で運営開始

・最初に取り組むサービスの試験の実施 等

② 日中韓ＮＧＮテストベッドの推進

NGN testbed
in China

NGN
(BcN) testbed

in Korea

NGN testbed
in Japan

China Korea Japan
SPs Vendors Operators SPs

Vendors
Operators SPs Vendors Operators

ITU-T MSF

SIP Forum

FR/MPLS Forum

Parlay Group

International test bed for interoperability test (Future)
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連携
総務省総務省

・相互接続の試験仕様、
ＱｏＳ､セキュリティ等に
関して、ＩＴＵに提案し、
国際標準化を推進

ＮＩＣＴＮＩＣＴ

連携

・ ＮＧＮ関連技術の

研究開発

・ 相互接続の検証
体制の整備 等

ＨＡＴＳ推進会議ＨＡＴＳ推進会議

ＶｏＩＰ等の相互接続
の推進

相互接続に必要な
国内標準の策定

ＴＴＣＴＴＣ

新たなコア技術
等の研究開発

連携

・日中韓によるＮＧＮ
相互接続試験の実施
等の標準化協力

７．ＮＧＮ相互接続推進の方向性（案）

機器ベンダーに加えて、電気通信

事業者、VoIP協等の参加を得て、
アドホックグループにおいて課題

の抽出、相互接続確保の在り方、

関係機関の連携方策等について

検討中。

機器ベンダーに加えて、電気通信

事業者、VoIP協等の参加を得て、
アドホックグループにおいて課題

の抽出、相互接続確保の在り方、

関係機関の連携方策等について

検討中。

・ＮＧＮの標準化・
相互接続の総合的

な推進方策の検討

・制度面の検討、
政策的な研究開発
等


